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ものみダイからのケイザイガク

エイゾウ

　

　

　

　

はじめに

　

　わたしは、これまでにななサツホンをだした。ロクサツはズイヒツで、イッサツは、ブ

ツリガクっぽい（わたしは、ガッカイトウにショゾクしていないので。）ホンである。こ

のイッサツは、ロクサツからバッスイしてコウセイした。ホンチョは、これがケイザイ

ガクでもできないかとおもい、やはりロクサツからバッスイしてコウセイした（やはり、

ガッカイトウにはゾクしていない。）。

　キホンテキに、インヨウはしていない。カッテリュウのケイザイガクである（それを

なのっていいのかというモンダイはある。）シャカイシュギケイザイはシッパイしただろ

うが、シホンシュギケイザイもセイコウしたというわけではない。ただ、イッポウより

ながいだけだ。「デフレ」のモンダイは、シホンシュギケイザイにつきまとっている。そ

れを「キンユウカンワ」でのりきろうとするのが、いまフウであるが、ショミンのセイ

カツがくるしくなる。このホンで、このこたえはだしていないが、ひとつのシュダイで

ある。そのうちでもこたえがみえればいいとおもう。

　

　

　

　

　

　

イチ『アルクカラ カンガエル（イカ、『ア』）』ゴジュウヨン

　

フンをうみにながせば、うみにシゲンというかがたまる。ハイセツブツ　といったって、

こしたあとのショクブツ、ドウブツセイブンだから。ま、それをうみにながしていると。

ま、すくなくともかわには ながしている。だからうみに も みたいなのがハッセイした

りするんだろう。

むかしみたいに はたけにまけば、わりとちかいところで ジュンカンする。でもスイセン

ベンジョは やめにくいんだろう。ショクブツだけなら　はたけとジブンとで ジュンカン

するだけだ。ムダがないからヒリョウも　そんなにいらないだろう。
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ニ『ア』ロクジュウゴ

　

マルクスはなにをのこしたか。キョウサンシュギコクとだれかがいうかもしれないが、

わたしにとってはそうでない。いや、それもあるけどだ。ケッキョク、シホンカがつよ

いのはしょうがない。ロウドウシャは はたらいてかねをてにする。だったら、ウンドウ

するジカンをけずって かねをてにしたほうがよいのではないかと。つまり、はやいもの

がちだと。だから、すぐにやらなければならない。

たしかに ウンドウをして タショウチンギンはあがるかもしれないが、そのためについ

やすジカンは、そのジカンはたらいていたら どのくらい　かせげたかをかんがえるとど

うなのかと。ケッキョクシホンカがはらったりするんだろうけど そのキギョウはシキン

テキによわる。それはロウドウシャにとってどうなのか。ソレンのようにセイコウした、

する、かもしれないが、キョウソウではうまくなかった。いいコウエキができないとな

れば、その、シホンカ、キギョウはよわっていく。それだったら、すぐにしごとをしろ

と。そういう、マルクスのキョウクンはいかしたい。

キョクロンすると、ハンセイするまもないのだ。だから、コンサルタントなんだ。コンサ

ルタントになりたきゃケンキュウするといい。でも、ゲンバがダイジじゃないかと。そ

れに、そのしごとのセンクシャもいる。レキシのケンキュウをしているようじゃニリュ

ウだと。シュウエキを　あげられるんならいいですが。

　

サン『ア』ハチジュウ

エイキョウリョクのあるひとが、やすくていいものを たべていたら、まねとかして その

やすくて いいショクリョウはタイリョウにショウヒされるかもしれない。

だから、たべものを ショウカイするテレビばんぐみでは、ジュウヨウなショクリョウで

なく、チュウカメン とかパン とかを シュザイするんだろうとおもってしまう。ヨウす

るに、チュウカメンとか パンはしなぎれしてもいいと、シュザイするひとはかんがえて

いるが、タブン、やきニクは しなぎれしては まずいとおもっているのでは。

そういえば、ナナジュウネンイジョウまえのセンソウは、ニホンジンが　ギュウニクを

たべはじめたからタイヘンだったという「すきやきセンソウ」ともいえるかもしれない。

カチクをきりくずすっていうのは ショミンにとってのセンソウである。さかなくって

りゃいいのにとおもってしまう。そういうセンソウがおこってはたまらない。だからと

いって まったくニクをたべないのはむずかしい。でも、そういう、ううしい とか、うま

い はモンダイだと。うしはノウギョウとか、うまはイドウにとかにやくにたつ。だから、

「ぎょい（しい）」がいいか。

　

よん『ア』ヒャクニジュウハチ

センシンコクビョウ（●『ア』サン）とはセンシンコクにおける、トウルイ（さとうな

ど）のケツボウである。どうしてもみなみにむきがちだ（トウルイがとれるから）。さら

に、ネンリョウももとめたりする。そういうシゲンをめぐって　あらそったり。うまく
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セツヤクしながらやっていけばいいが。

　

ゴ『ア』ヒャクゴジュウサン

　

マルクスはシホンカによる「サクシュ」があるといったらしい。その「サクシュ」をふ

せぐためにレンタイするのは、タブン ソレンのがんばりからもたしかなんだろう。しか

し、ロウドウシャがすぐにでもシホンカに　なれるかといったらむずかしい。それはそ

ういう、かねをウンヨウするドリョク とかについて シホンカのホウがはやくとりくみ

はじめたからだ。だから、シホンカがロウドウシャになるのもむずかしい。それは、ロ

ウドウするドリョクはすでにロウドウしている ロウドウシャのホウがはやくとりくんで

いるからだ。ケッキョク、マルクスとそのエイキョウがあったひとたちは なにをしめし

たかというと、「はやくドリョクしたひと」が　ほかのそうでないひとよりもユウリであ

る。ということではないだろうか（●ニ『ア』ロクジュウゴ、『ア』キュウジュウ）。わた

しは それをマルクスのキョウクンとよんでいる。

　

ロク『ア』ヒャクゴジュウロク

　

「ショウヒシャ」ということばがあるが、「ロウドウシャ」とか「シツギョウシャ」のし

たに「ショウヒドレイ」カイキュウがあるようにおもう。わかりやすいレイでいえばア

ルチュウとか。さけのショウヒを やめられず、また、ドをこしてさけをかってシャッキ

ンつくるとか。ほかのものでもそうだ。そういう「ショウヒドレイ」カイキュウにはな

らないようにしたい。シツギョウシャは さらにシツギョウしないが、そういうカイキュ

ウにおちるかもしれない。

　

なな『ア』ヒャクロクジュウイチ

　

しゃべるはやさがはやいホウがしごとがはかどっているといえないか。セツメイなんか

も、しゃべるはやさがニバイなら、ニブンのイチのジカンですみ、ほかのしごとができ

る。ながいといわれるカイギもサンバイのはやさのしゃべりなら、サンブンのイチのジ

カンでおわる。それなのになぜ ガッコウに、ニバイソクコースとかサンバイソクコース

がないか。おしえられるひとが いないのかもしれない。

　

ハチ『ア』ヒャクキュウジュウゴ

　

ニホンジンは「チョウジュ」といわれているが、ショクリョウのジキュウリツは ヨン

ジュッパーセント。カンサンするとハチジュウネンいきたひとの ヨンジュウハッサイブ
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ンは、ユニュウということになる。だから、なんかのリユウで ショクリョウユニュウが

テイシされると、ニホンジンのジュミョウはサンジュウニサイにちかづいていく。それ

なら ユニュウにたよらずになんだがあまりうまくいっていないようだ。キカイものを

うって、「ジュミョウ」をてにいれるなんてまるで レンキンジュツだ。

　

キュウ『ア』ニヒャクジュウニ

わたしは、「シホンシュギ」というのは、それぞれのオーナーが、「わるいやつ」からザイ

サンを まもるために いろいろなクフウをしていこうとするかんがえとおもっているが、

そのひとつのレイとしてき（くだものがなる）のケイタイがある。「わるいやつ」は、「は

しご」をもっていないので、「くだもの」をとれない というソウテイである。くだものは

たかいところになり、みきのしたのホウはえだがない。そういうケイタイが　おおいと

おもう（●『ア』ニジュウキュウ）。きがさきか、シホンシュギがさきかはわからない。

それをわたしは「シホンシュギのケイタイ」とよぶ。そのシホンシュギの ケイタイに ニ

ホンの ネンレイベツジンコウコウセイズが にている。いってみれば、ショウシコウレイ

カはシホンシュギだからしかたない、といえる（しかしあるカンサツでは、したのホウ

が さかえることもカノウなようだ。ただ、ニンゲンが あたらしい「シホンシュギ」の

ケイタイになれるヒツヨウが ありそうだが。）。つまり うえのホウがさかえているのだ。

ま、わかいひとのカンシンは、「み」がおちてくるかというところだろうか。

　

ジュウ『ア』ニヒャクニジュウゴ

　

　けさ、ジーディーピーをカンサツしたら、あまりうごいていなかった。ヨジごろよりも

ゴジごろのホウがうごいているとおもう（イゼンのカンサツより）。やっぱりニッチュウ

がおおいのか、いや、ヤカンのホウがコウソクにうごけるし、つまらずにうごけるから

シンヤによくジーディーピーはうごいているのではないだろうか。しかし、ショウケン

などは ニッチュウにうごくから そういうのはニッチュウだ。

　

ジュウイチ『ア』ニヒャクサンジュウイチ

　

ドウロがあったほうがジーディーピーは はやくうごける（●ジュウ『ア』ニヒャクニ

ジュウゴ）。だから ニホンも やたらドウロをつくったんだろう。でも トシコッカなら は

こぶキョリが みじかいからジーディーピーも はやくジョウショウする。だから　もっと

もひとりあたりジーディーピーがたかいのはかねもちのカテイとか、よくあるフウにい

えば トシコッカなんだろう。だからトシコッカとくらべて ひくいとか あまりきにする

ことはないとおもうが。なんなら メンセキヒをくわえてサイケイサンするといい。
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ジュウニ『むしのツゴウ ニンゲンのツゴウ（イカ、『む』）』ヨンジュウ　

　

「あたらしいシホンシュギ」というのもあるのだろう（ジツはふるい「シホンシュギ」か

もしれない）。ある「（みどりのはっぱをもつ）き」がおしえてくれた。しかし、ニンゲン

が（わたしが）そのあたらしいシホンシュギになれないために、むかしながらの（イッ

パンテキな）シホンシュギにあうようにチョウセイしようとしたりする（●キュウ『ア』

ニヒャクジュウニ、『ア』ニジュウキュウ）。

「あたらしい シホンシュギ」とはなんだろう。としよりが かねをもつというのはかわら

ないが、ちいさいこどももゲンキというかんじのものだ。としをとると ネンキンがもら

えてさらにゆたかになる というのは セイドをかえないかぎりかわらないが、ちいさいこ

どもが こづかいをもらってかそれなりにハンエイするというものだ。たしかに「こども

てあて」というのはある。そういうのをつかって、こどもがジブンのポケットマネーで

ガクヒをはらったり、ショクヒをはらったりということもそうかもしれない。ただ、ニ

ホンジンのばあい、あまりこどもをダイジにしないブンカがあるらしいから、むずかし

いだろう。

　

ジュウサン『む』ヨンジュウサン

　

コウジョウなんかではニジュウヨジカンソウギョウをしている。なぜはじめたかはセイ

カクにはわからないが、コキャクに はやくセイヒンをとどけたいからとかキカイをレン

ゾクで つかいつづけたいからとかなんだろう。そうするとシンヤにはたらく ニンゲンも

ヒツヨウになる。そういうひとがいないとニジュウヨジカンソウギョウはなりたたない。

ショウテンもニジュウヨジカンエイギョウをしていたりする。いつでも かいにいけるの

でベンリだ。しかし、なぜニジュウヨジカンガッコウがないのか。ニジュウヨジカンソ

ウギョウやニジュウヨジカンエイギョウのキギョウで はたらくロウドウシャがいるはず

なのに。かんがえてみれば、シンヤにあつまるショウニンズウをあいてにジュギョウを

やるのはヒコウリツである。だからそういうジュヨウは、オンライン（ツウシン）がみ

たすのであろう。

　

ジュウよん『む』ヨンジュウキュウ

　

キュウジュウネンダイ、レイネンダイに「セルフサーブ」のみせがふえてきた。ちょっ

としたショクドウにはいるといくらかで のみものを「セルフサーブ」することができる

というメニューをえらべることがおおくなった。「セルフサーブ」によりテンインのロウ

リョクがへり、カカクもやすくおさえられるのだろう。そのメニューがはじまるまえよ

りイッパイのカカクはやすくなったとおもう。ただ、テンインにもってきてもらいたい

ときもあるので、センタクできるといいとおもう。

カテイでだすごみのブンベツも「セルフサーブ」になった。ゴミショリヒがやすくなっ
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たというはなしはきかないが、そのブンやすくなっているのだろう。（ロウゴの）ネンキ

ンなんかも「セルフサーブ」にしたらうけとるブンがふえるか、ギョウセイのヒヨウが

へるかもしれない（カクテイキョシュツガタのネンキンがあるが）。イリョウホケンもそ

うだ。ただ、ロウドウリョクかおかねをださなきゃならないが。

　

ジュウゴ『む』ロクジュウシチ

　

たしざんっていうのはカンタンなようにおもえるが、それは、どこかで ひきざんがなり

たっていないと フカノウだ。たとえば、ニヒャクエンのさかなをキャクにうる となる

と、「さかな」イッピキが ひきざんされて かわりにニヒャクエンをうけとるわけだ。さ

かなは ムゲンにあるようだが、やっぱりエサとか シゲンに かずがサユウされる。ジブ

ンのこづかいをひきざんするというのは つらいが、ベツのものを たしざんするためにし

かたなかったりする。

　

ジュウロク『む』ナナジュウヨン

　

なぜガッシュウコクのひとたちが「ショウヒ」のケンインヤクとされるのか。それはタ

ブン ガッシュウコクのひとのいえがおおきいからである（ここではブツリテキにおおき

いといっている。）。だから、ガッシュウコクのひととくらべてニホンジンのショウヒが

すくない（ショウヒがのびなやんでいる）というのはやむをえないことだろうとおもう。

ニホンジンのいえは「ちいさい」といわれるし、いえのおおきさのハンイでしかものは

シュウノウできないからだ。そういうわけだから、「ものがうれない」というのをなげく

のだったら、「おおきな」いえをたてることにキョウリョクしたホウがいい。

　

ジュウなな『む』ヒャクニ

　

「フケイキ」といわれるようになると、「ケイキタイサク」なんていわれはじめる。それ

でグタイテキになにをするかは よくわからないが、なにかにかねをつかうのだろうとお

もう。セイジカの「トッケン」である「キセイカンワ」をしたというはなしはきかない

からだ。ただ、それはケッカをもとめる（られる）ので コウカテキにつかわれるのだと

おもう。

その「コウカ」をはかるのはなにかというと、カクシュトウケイのスウジや、「ケイキ」

というブンガクテキともおもわれるカンネンのチョウサででるスウジだろう。ただ、「ケ

イキタイサク」というと、やっぱり、「ケイキ」のチョウサででるスウジがダイジになっ

てくるのだろう。だから、そのチョウサに カイトウするダンタイや コジンにかねをばら

まけば、「ケイキ」はうわむくだろう。そういうチョウサをでたらめにえらんだ ダンタイ

や コジンにやっているなら、ホントの「ケイキ」がハンエイされたものにちかくなるの

6



だろうが、チョウサするダンタイや コジンがコテイしているとすると、「ケイキ」がよ

くなったというケッカをしめすためには、そこにかねをつぎこむしかない。そうすれば、

「［ケイキ]はうわむいた」とカイトウされるからである。それをヒハンテキなひとは「リ

ケン」とよぶであろうが。

　

ジュウハチ『む』ヒャクハチ

　

このまえドウロコウジをしているのをみかけた。タブン、ギョウセイがフタンするのであ

ろう。たしかにジーディピーをあげるためにはドウロはヒツヨウだ（●ジュウイチ『ア』

ニヒャクサンジュウイチ、ジュウ『ア』ニヒャクニジュウゴ）。ドウロを いいジョウタイ

にしておけば、ジーディピーは あがりやすい（なぜならショウヒンがはやくとどき、と

りひきがカソクされるからだ。）。でも、デンシツウシンにゼイキンをトウニュウしたと

はきかないから、ギョウセイはゲンブツシュギなのだろう。やっぱりいまではとりひき

に デンシツウシンをつかうから、それをエンカツにおこなえるようにすれば、ゲンブツ

のうごきはともかくジーディピーはあがる。まぁ、ゲンブツがダイジだからいいが。

　

ジュウキュウ『む』ヒャクジュウイチ

　

きょうもジーディピーがうごく（●ジュウハチ『む』ヒャクハチ、ジュウイチ『ア』ニ

ヒャクサンジュウイチ、ジュウ『ア』ニヒャクニジュウゴ）。なんでもジーディピーをニ

ワリゾウカさせようというのがセイフのモクヒョウらしい。ということは、いままでよ

りもニジュッパーセント うごかすソクドをあげて、あいたジカンで やっぱりやりとりす

れば ジーディピーはあがる。ただ、ヨユウができても、やりとりするとはかぎらない。

チョチクするというセンタクシがあるからだ。

じゃ、ジーディピーは あがらないのか。ひとつホウホウがある。ツウカにショウヒキゲ

ンをつけてしまうのである。そうするとつかうしかないので、ジーディピーはあがると

おもわれる。ただ、そうすると、ショウヒキゲンがないツウカにかえてつかいはじめる

だろうからコウカはゲンテイテキだ。やっぱり、ニジュッパーセントおおくはたらかな

ければなのだろうか。

　

ニジュウ『む』ヒャクジュウサン

　

ニホンはみずのモンダイを かかえているといえる。みずブソクだからそういうかという

と たしかにそれもあるのだが、いわゆる みずブソクはヘンドウする。そういうことでな

くて、コウゾウテキなみずブソクである。それは、ショクリョウのユニュウにあらわれ

ている。

ショクリョウジキュウリツがちいさくなったといってたびたびはなしになる（●『ア』
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ヒャクロク）。ジキュウリツをおおきくするにはノウギョウをするようだ。しかし、みず

ブソクであればノウギョウはできない。だから ゲンジョウでは そうカンタンにジキュ

ウリツはカイゼンしない。つまり、すでにショクリョウをユニュウしなければならない

ほどの コウゾウテキなみずブソクなのである（みずをユニュウしているとかんがえてよ

い。）。だから、みずの ジョウズなリヨウをしないと ジキュウリツがあがらないし、ショ

クリョウのセイサンがガイコクだのみになる。だから、みずをジョウズにつかうのはダ

イジなのだ。

　

ニジュウイチ『む』ヒャクニジュウイチ

　

ジユウボウエキジョウヤク（サイキンはエフティエーということがおおいようだが［フ

リートレード トリーティである］）などにノウカはギモンをもっているのだろう。たし

かにカンゼイがなければ、そのしなものがやすくてにはいる。しかしながら、カイガイ

からはいってくるやすいノウサンブツにおされて ノウカが ダゲキをうけていいのかと

もいえる。カイガイから ノウサンブツをユニュウして、コクナイでつくったコウギョウ

セイヒンを ユシュツしていればいいというかんがえかたもある（ショウヒンサクモツを

タリョウにつくって、ショクヨウのサクモツをすこししかつくらないのはよくないと わ

たしがちいさいころにおそわったことがある。）。なんかのリユウで ユニュウができなく

なったらうえじにである。

むかし、あぶらをもとめて ニホングンは トウナンアジアにシンコウした。セキユがサン

シュツされるからだ。セキユがないとふねがうごかない。コウクウキもうごかない。だ

からセンソウをするときめたら、ただちに セキユをもとめて ナンシンした。なぜナン

シンせざるを えなかったか。それは オウベイが ニホンへのユシュツキンシソチをとっ

たからだ。それとおなじように、ショクリョウのユニュウがとまれば、ニホンジンは ま

たセキユのとときとドウヨウに、にしなり みなみなりにシンシュツするようになりかね

ない。

まえのセンソウでは、オウベイジンや シンシュツサキのヘイシが たまをうってニホンジ

ンをコウタイさせようとした。しかし、ショクリョウがフソクのばあいはニホンジンを

たおすには「たま」はいらない。ただ くにやジンチをかたくまもっていれば、そのうち

ニホンジンはうえてたおれていくのだ。ギャクに せめこまれても うえがあってはまもり

きれない。ショクリョウジキュウリツ（●ニジュウ『む』ヒャクジュウサン、『ア』ヒャ

クロク）がヨンわりといわれている。だからゲンジョウでは、そういうジョウキョウに

なってもヨンわりは いきのこる。それでも、コクナイセイサンをギセイにしてユニュウ

しろというのか。むかしは まかなえていたはずである。

　

ニジュウニ『む』ヒャクニジュウニ

　

ケイザイのことをかたるとき、とめるものから まずしいものにと「とみ」がこぼれる と
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いうことをいう。それは なくはないとおもうがむずかしいとおもう。ゲームセンターに

コインをいれて、そのコインのアツリョクで ほかのコインをおとしよりおおくのコイン

をカクトクするというゲームをゴゾンジだろうか。なかにはジョウズな（トウシガクよ

りもカクトクガクのホウがおおい）ひともいらっしゃるだろう。だが、タイテイのひと

は、トウシガクのホウが、カクトクガクよりもおおきくなってしまう。

ジッサイのゲームでそうなんだから、「とみ」がこぼれることをキタイしても、「とみ」

のイチブがとどくまえに おおかたの「とみ」はだれかにぬかれてしまうのだろう。あの

ゲームは ニンゲンシャカイのホンシツを おしえてくれたとおもう。ほかにケイヒンを

つりあげるゲームもあった。やっぱり これも「とみ」がぬかれるようだ。だから「さか

なつり」のホウがいいかといえば、「ギョギョウケン」がどうのとやっぱりぬかれるので

ある。

　

ニジュウサン『む』ヒャクサンジュウイチ

　

ゴリンチュウだから、ニホンジンセンシュがとったメダルのかずをホウコクしていたり

する。くにベツでみると、やはりアメリカガッシュウコクが もっとも とったメダルのか

ずがおおい。これはわかるようなきがする。タイコクだから。そしてチュウゴクもおお

い。これもタイコクになってきたからわかる。ジーディピーでいうと このニコクのつぎ

はニホンがあらわれるはずである。しかし、メダルのかずではエイコクがあらわれ、さ

らに ほかのくにがニ、サンあらわれる。ジーディピーは つまるところニンゲンのロウド

ウだから（サイキンはキカイや コンピューターがふえているだろうが）、ジーディピー

が たかいほどいいしごとをしているはずである。だから、ゴリンでも ニホンのセンシュ

はカツヤクしそうなものだ。でも、なぜゴリンでとったメダルのかずがゴイイカなのか。

それは、ニホンのホントウのジーディピーがホウコクされているスウジよりすくないか

らではないか。くわしくいうと、ニホンのホントウのジーディピーはホウコクされてい

るハンブンのスウジテイドで、あとのハンブンは、おかねをひだりからみぎにながして

ムリヤリスウジをあげているのではないかと。そんなだから、ケイキタイサクをしない

とスウジがひどくおちてしまうので それをやめられないのではないか。たてものやドウ

ロをつくるのではなく、ジツはおかねをひだりから みぎにまわすことが ジーディピーを

あげるためカンゲイされているのかもしれない。かりに エイコクのジーディピーがコウ

ヒョウされたスウジよりおおきいとしても、エイコクジンはよくはたらき、ニホンジン

は エイコクジンよりは はたらかないか タンにニホンジンのウンドウノウリョクが ひく

いといえそうだ。

　

ニジュウよん『む』ヒャクサンジュウロク

　

「ロウドウジカン」がすくなく「キュウリョウ」がすくないから「ビンボウ」なのか、「ビ

ンボウ」だから「ロウドウジカン」がすくなく「キュウリョウ」がすくないのかわからな
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い。イッパンテキには「ロウドウジカン」がすくなく「キュウリョウ」がすくないこと

と「ビンボウ」なのはカンレン（ヒレイ）するだろう。しかし、これらのどちらがさきに

ハッセイするのかは あまりセツメイされない。

あるひとは「ロウドウジカン」がすくなく「キュウリョウ」がすくないから「ビンボウ」

というだろうし、あるひとは、「ビンボウ」は つぎのセダイにケイショウされる（つまり

「ビンボウニン」は「ビンボウ」のままだ）という。だから、「ビンボウ」をカイケツす

るために、「キュウリョウ」をあげようというはなしはよくきく。そうすると、「キュウ

リョウ」があがったから「ビンボウ」ではないというロジックだ。しかし、「ビンボウ」

だから「ロウドウジカン」がすくなく「キュウリョウ」がすくない といういいかたはあ

まりしないし、「キュウリョウ」をあげずに「ビンボウ」をカイケツするようなはなしは

あまりきかない。

わたしがおもうのは、「ビンボウ」なひとは ショクセイカツがまずしくながいロウドウ

ジカンに タイオウできずにいて、したがってキュウリョウがすくなくなってしまう と

いうジョウキョウが ハッセイしているのではないかということ。それをカイケツするの

は ショクセイセイカツをカイゼンするのがいいが、「キュウリョウ」がすくないと、ほか

のセイカツヒもあるから、なかなかカイゼンしにくい。だから、「ビンボウ」と「キュウ

リョウ」がすくないというアクジュンカンがハッセイしてしまう。そこに「キュウリョ

ウ」をあげるようなジョウキョウをつくると、「ビンボウ」なひとの ショクセイカツがカ

イゼンされるカノウセイがでてくる。しかし、そのあがったブンをテレビコウニュウに

つかってしまうと、ショクセイカツはカイゼンされない。だからまた「ロウドウジカン」

がすくないままになる。そうすると、そのひとをコヨウしているキギョウの フタンだけ

がふえる。それがわるいようにつづけば、キギョウのギョウセキがアッカして、サイアク

のばあい トウサンしたり、ジンインサクゲンにふみきって、そのひとは カイコされるか

もしれない。それではその「ビンボウ」なひとはさらに「ビンボウ」になってしまう。だ

から、キュウリョウがあがったブンをそのひとの ショクセイカツのカイゼンにつかわれ

るのなら（ショクセイカツのカイゼン、ロウドウジカンのエンチョウ、キュウリョウの

ジョウショウと）「ビンボウ」なひとの「ビンボウ」のカイゼンにやくだつが、ほかのな

にかに つかってしまうようだとキギョウのフタンばかりがふえる。だから、ひとのリョ

ウシンやリョウシキをしんじないのだったら、タンジュンに「キュウリョウ」をあげる

のは さけるべきだろう。

「ビンボウ」なひとは「ビンボウ」なままだといういいかたもあるが、ニホンジンは セ

ンソウにまけて あまりゆたかでないジョウキョウからセンゴシュッパツした。かならず

しも「ユウフク」になったとはいえないだろうが、それなりにセイチョウしたといわれ

る。チュウゴクも「ゆたか」になってきているという。だから、「ビンボウ」をカイゼン

するのは、やりかたをまちがえなければ カノウだとおもう。

　

ニジュウゴ『む』ヒャクサンジュウキュウ

　

なぜサバクがあるか。ネンリョウなどに きを きりだしてつかい、それがテッテイテキ
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におこなわれ、サバクカしたともいわれる。サバクになってしまったら、そこにすむこ

とはコンナンだ。いってしまえばカイシャのトウサンみたいなものだ。そのトウサンし

たカイシャをたてなおすのは むずかしい。そのカイシャを てばなして ベツのところに

うつりすんだりするだろう。しかし、そんなことばかり やっていたらトウサンしたカイ

シャばかりになってしまう。だから、みどりがたもてるようにセイカツするのがただし

いだろう。また、みどりをサイセイできるならしたホウがいい。

ケイザイが コウチョウかどうかをみるとき、ジーディピーやシツギョウリツばかりをみ

るではなく、そうしたメンをみるのもダイジだろう。いってみれば、イチジテキなセイ

サンリョクをみるのでなく、チョウキテキなケイザイリョクをみるわけだ。サバクカが

シンコウしているとあれば、もうそのくにはもたないだろうなどと。

　

ニジュウロク『む』ヒャクヨンジュウヨン

　

ジンルイシのショキには「アイ」はなかったようにもおもう。「アイ」がなかったという

よりも、「アイ」というコンセプトがなかったんだろう。「アイ」があればセンソウはお

きないかもしれないが、レキシをみると たびたびセンソウがおこっている。トクに、ニ

ジュッセイキのセンソウはおおきかった。だから セカイタイセンなどとよばれる。じゃ

あニジュッセイキの ひとは「アイ」がすくなかったのか。ヘイワなジダイにくらべて「ア

イ」が すくなかったかもしれない。なぜニジュッセイキのひとは「アイ」がすくなかっ

たのか。ジンルイやジンルイの「アイ」は シンポしてもよさそうである。

ひとついえそうなことは、「アイ」を「かね」にかえるようになったのではないかという

こと。いってみればシホンシュギのヘンカである。ウェーバー（ドイツのシャカイガク

シャ）さんはキンヨクテキにはたらく キリストキョウのカイカクハが シホンシュギを

ハッタツさせたといったが、そのケッカは たしかにシホンシュギをハッタツさせたかも

れないが、そのひとたちが くらすくにはショクミンチをもつようになった（ていた）。そ

こからゴウインなサクシュもしただろう。それなら、キンヨクテキなひとのはたらきと

いうよりも、カクトクした ショクミンチのとみが シホンシュギをゆたかなものにした

んだろう。サクシュがあるようなケイザイタイセイは（そのタイセイをシジするひとは）

「アイ」があるとはいわない。

なぜ ショクミンチで サクシュしなければならなかったか。ひとつはロウドウケイザイの

ヘンカだとおもう。つまり コヨウされるひとの「アイ」、わかりやすくいうと、ジカンを

コヨウシャにあずけ、かわりにかねをうけとるという「アイ」を「かね」にかえるロウド

ウがタスウをしめるようになり、また、そのキギョウタイは、ほかのキョウソウアイテ

ときそうようになっていたのだろう（コジンケイエイのショクもあっただろうが、すく

なくなっていったのではないか。）。そうすると、われさきにとほかのチホウでサンシュ

ツされるケンエキをカクトクするようになるだろう。イッポウ、コジンショウ（ジエイ

ギョウシャ）は「アイ」をたもてていたともおもえる。ロウドウシャをコヨウするキギョ

ウタイのショユウシャはあつめた「アイ」で ゆたかなセイカツをおくったかもしれない

が（だだし、かねは でていった）、ヒコヨウシャは「かね」をうけとるかわりに「アイ」
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がすくなくなる。つまりあれるのである。ダイタイ、キギョウのショユウシャよりヒコ

ヨウシャのホウがおおいから、かずのモンダイでシャカイはあれていく。キョウカイも

ちからをうしなっていた ときく。

ニジュッセイキには ミンシュシュギを とるくにがおおかったからそれはセイジにハン

エイされる。だから、センソウがおきたのだろう。ハンセイとして、「アイ」はあれるテ

イドに「かね」にかえないようにとか、いくらシャカイが あれてもセンソウをしないよ

うにとか あれたシャカイを なだめるしくみをつくるようにとかが いえるとおもう。

　

ニジュウシチ『む』ヒャクヨンジュウゴ

　

ちょっとまえまでは からになった のみもののビンをみせにもっていって、ヘンキン（ビ

ンダイ）をうけとったものだ。しかし、サイキンは（ケースでかうビールビンなどは まだ

それをやっているかもしれないが）カンだとか、ペットボトルにのみものをつめてうっ

ている。たしかに それなら ユソウチュウにわれたりもしないし、かるいのだろう。それ

らは ごみとしてリサイクルコウジョウにおくられるらしい。だが、そうしてしまうと、

ごみがふえる。またモンダイなのが、ジュウタクなども イッカイばらしてあたらしいの

をつくろうとなる。それは カンや ペットボトルでそうしているのだから すんなり うけ

いれられるのであろう。むしろ、それしかかんがえつかないかもしれない。

しかし、ヨーロッパの いしづくりのたてものなどは ジュウミンとカグをいれかえれば

ほぼいつまでもつかえるだろうし、モクゾウのジュウタクもながくつかうらしい。そう

たびたび ばらして あたらしくするんじゃヒヨウもかかるから おかねもたまらない。そ

ういう すててあたらしくかうというには きをつけよう。コーヒーや シャンプーなどは

つめかえシキのものがあるから そうしている。ペットボトルがうれれば、ドケンやが も

うかる では しょうがなさそうなのである。

　

ニジュウハチ『む』ヒャクロクジュウイチ

　

しごとをする。おかねをかせぐ。ここまではいい。フツウのロウドウシャのすがたであ

る。そのおかねをチョキンにまわすと どうなるか。むかしはともかく、いまはテイキン

リなので、イッパーセントもリシがつかない。トウシにまわすとどうなるか。ゴパーセ

ントでまわしたジュッパーセントでまわしただと、ジュウネンでガンキンがニバイにな

る。なんのことはない、そういうことなのだ。

ジブンの しごとをこなして キュウリョウをもらうだけではイチバイのしごとである。し

かし、おかねにもかせいでもらえば、もっとセイカツがゆたかになる。だから、いまの

ジダイはチョキンではだめなのだろう。そのおかねのウンヨウのしかたで セイカツにさ

がでるのだ。
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ニジュウキュウ『よろこぶゲンシジン（イカ、『よ』）』ヨン

　

いつからだか、「スパゲッティ」や「ピザ」がはやりだしたようなきがする。また「ラー

メン」とか「パン」もなにかとうれているようなきがする。しかし、ひるごはんに、スパ

ゲッティをたべたロウドウシャがテッコツをもちあげられるきがしないし、ひるめしに

ラーメンをたべたカイシャインがモクザイをタクサンはこべるとはおもえない。

ジツはそうやって、ニホンケイザイは、ちからしごとがゲンショウして、デスクワーク

のわりあいがふえたのかもしれない。「ショク」のヘンカがさきか、「ショクギョウ」のヘ

ンカがさきかはわからないが、すくなくともタイリョクをつかわないしごとがふえてい

るんだろう。このケイコウはバブルのあたりから（パンとラーメンはまえからよくあっ

た。）つよくなり、いまもつづいているようだ。きつくいえば、ニホンジンのヒンジャク

カがすすんでいると。

そのころから（ケイザイの）テイセイチョウがはじまった。そういうショクリョウをこ

のみつづけるとしたら、（ケイザイ）セイチョウはむずかしいとおもう（やはりタイリョ

クショウブであろう）。むかしのセンソウは「ショク」にこまったらしいが、そのケッカ

だろう、たたかいつづけられなかった。いまはたべるものがあるとはいえ、エイヨウカ

のひくいものでは、たたかいつづけるのはむずかしいであろう。

　

サンジュウ『よ』ハチ

　

ニホンジンにとって、このふゆはさむいものになりそうである。それはあぶらのねだん

があがるだろうからである。そうするとデンキリョウキンもあがる。くにのタンイでみ

れば、ユニュウガクがふえてボウエキあかじがでかねない。それはつまりおおきくみた

コジンのカテイがあかじになるということである。これはヘイキンテキないいかたなの

で、そんなにくらしむきがかわらないカテイもあるだろうが、あまりおかねをもってい

ないカテイにとってはシカツモンダイとなる。ヘンサチでいうとゴジュウイカのカテイ

があかじになるということだ。つまり、ニホンのゼンカテイのハンブンが「あかじ」に

なるわけだ。だからネンリョウをダイジにつかわなければならない。それができなけれ

ばあかじだ。

わたしはあまりさむいときは、コートをきてねることにしている。チャンチャンコなら

ワフウだが、あまりうっているのをみかけない。これがあったかいので、ねるときにダ

ンボウはヒツヨウない。ニッチュウにつかってもよい。ダンボウダイがセツヤクできる。

とはいえ、こたつをつかっている。ヘヤゼンタイをあたためるとねつがムダになる。テ

ンジョウまであったかくするヒツヨウはないからだ。ブブンテキにあったかければよい。

あとエネルギーをつかうのがフロだ。シャワーならつかったブンだけであるが、ゆぶね

をつかうとヒャクリットルイジョウをわかすことになる。だからわたしはキョクリョク

ゆぶねにははいらない。みずあびですませるのである。

こうしたクフウで、さむいふゆをすごせばあかじはへっていく。ドリョクすればいいの

である。くにのボウエキがあかじということは、コクナイのいえやキギョウのソウワが
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あかじということだ。なかにはくろじのいえやキギョウもあるだろう。しかし、ゴジュッ

パーセントイジョウのカテイやキギョウがあかじだと、もはや「チュウリュウ」とはい

わない。

いまのところシサンがあるだろうからモンダイにはならないが、あかじがつづけばやが

てそれもつきる。たとえばイッチョウエンのボウエキあかじだとしたら、ダイタイひと

りあたりイチマンエンのあかじだということになる。キュウリョウがサンジュウマンエ

ンあれば、たいしたガクでないようだが、まみずのイチマンエンなので（ボウエキはコ

クサイトリヒキだからシンヨウのあるツウカでおこなわれる。キュウリョウはかならず

しもそうではない。）おおきいとおもう。キュウリョウをはらってくれるだれかもイチマ

ンエンのあかじだから、さきざきキュウリョウはへるだろう。

もしそれでも「チュウリュウ」なんてことばをつかうとしたらそれは「ビンボウ」のこと

だ。ネンリョウのセツヤクもそうだがほかのムダもはぶいていかなければならない。わ

たしはみずのセツヤクもしているが（●『む』ヒャクニジュウロク）、もっとムダをはぶ

いていかなければならないとおもう。いまは「フケイキ」ではなくて「ビンボウ」なの

だとニンシキをあらたにしなければならない。

サンジュウイチ『よ』ニジュウキュウ

　

ニジュッセイキはアメリカガッシュウコクがコウギョウセイサンのメンでつよかったと

いわれる。ニジュッセイキコウハンになって、ニホンがそれにつづくようなハッテンを

した。ニジュウイッセイキにはいるとチュウゴクである。ニホンでもチュウゴクセイヒ

ンがあふれることになっている。しかし、チュウゴクのコウギョウハッテンは、これイ

ジョウカノウなのだろうか。わたしはむずかしいとおもう。

ニホンのジンコウはイチオクニセンマンテイドで、かりにコクミンすべてがコウギョウ

セイサンをしてもななジュウオクのチキュウのジンコウすべてにセイヒンをうってもひ

とりロクジュッコつくってうることができる。しかし、チュウゴクでそれをやると、ジ

ンコウがジュウサンオクだからゴコしかつくらなくてよい。つくりすぎてもかいてがい

ないし、カカクもさがる。それではさすがにたべていくのにクロウするだろう。だから、

チュウゴクでもサービスギョウのヒリツがあがるのではないだろうか。

　

サンジュウニ『よ』サンジュウ

あるときから、シジョウにチュウゴクセイヒンがでまわるようになった。チュウゴクセ

イフが「カイホウ」ケイザイをうちだして、キュウジュウネンダイに、センシンコクの

キギョウが、チュウゴクホンドにコウジョウをつくったことによる。ジンケンヒがやす

いからチュウゴクにコウジョウをつくるが、ジッサイにつくるのはニンゲンでなくキカ

イをいれてやっているとオヤジからきいたことがある。たしかにそれならどこでつくっ

てもヒヨウはそうかわらないだろう。むしろチュウゴクのケイザイがうわむいたときの

シジョウをキギョウはねらっていたのだろうといまではおもう。

レイネンダイから、ニホンのシジョウにでまわるチュウゴクセイヒンがふえてきた。そ

れまでガッシュウコクセイやトウナンアジアセイだったヨウフクが、チュウゴクセイだ
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らけになった。ジュウネンダイになると、やすくうられているものはみんなチュウゴク

セイだというニンシキができるようになった。デンキセイヒンもそうだ。ダイタイやす

くうられているものはチュウゴクセイだ。ザッカもそう。

ニホンセイフはブッカをあげたいとおもっているようだが、やすいチュウゴクセイがは

いってきては、そうカンタンにあがるわけはない。ツウカキョウキュウリョウをふやせ

ばブッカはあがるというのは、とじられたケイザイユニットのなかでというジョウケン

つきだろう。しかし、いまはエンやすがすすんでいるから、ユニュウヒンがたかくなった

といえなくもない。だが、チュウゴクゲンとのヒカクでエンがさげなければ、やっぱり

ブッカはあがらないだろう。チュウゴクがケイザイハッテンして、ジンケンヒがあがっ

たからキギョウはほかのくににコウジョウをうつしそうなものだが、やっぱりチュウゴ

クシジョウがねらいだったのだろう。あまりニホンシジョウでのチュウゴクセイヒンが

へっていないのがゲンジョウだ。

　

サンジュウサン『よ』サンジュウハチ

　

セカイのとみのハンブンを なんパーセント（ひとけた）のかねもちがにぎっているとい

われることがある。それにタイしてけしからんということはできるが、それだけそのかね

もちがいいしごとをしたのだからしょうがないともいえる。なにもしないでおかねをか

せげるわけではないのである。そういうジョウキョウがあるから、そういうとみをショ

ミンにこぼしあたえるみたいなはなしをしたりする。でも、やっぱりゲームセンターの

コインゲームのように（●ニジュウニ『む』ヒャクニジュウニ）そうカンタンにはこぼれ

おちるわけではない。どうすればこぼれおちるだろう。どこかにおかねをおとせば、ナ

ンニンかがひろっておわりである。それなら、こぜにをタクサンおとせば、ケッコウな

かずのひとがひろえるかもしれない。しかし、そのばにいるひとしかひろえない。

あるキセイをカンワすれば、そのカンワされたギョウシュにひとびとがサンニュウする。

それでセイコウすれば、それにカンレンするギョウシュもうるおうのである。これはあ

らたなかねもちのつくりかただが、そういうチャンスをあたえるのもいいかもしれない。

ビョウドウにケッカをあたえると、あまりはたらかないひとが、はばをきかせて、やる

きのあるひともやるきをなくしてしまう。かねもちのやるきをうばえば、とみはいきわ

たるかもしれないが、それはどうなのか。ゴルフのハンディキャップのようなものをあ

たえたとしても、やっぱりまたおかねをかせいでしまうようにもおもえるのである。し

かし、ゼイのルイシンカゼイとはそういうことある。

　

サンジュウよん『よ』ヨンジュウ

　

シャカイシュギはシッパイといったり、サイキンではきかないが、シャカイシュギはい

いといったりする。だがホントウにシャカイシュギはシッパイなのだろうか。シャカイ

シュギはシホンシュギとヒカクされたりするが、コンカイは、シホンシュギはダイサン
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のかんがえかたとしておく。

センシンコクではイッパンテキにシジョウケイザイである。シジョウにはキホンテキに

ジユウにたちいれる。そしてジユウにバイバイできる。それはニンゲンがものをヒツヨ

ウとするからそのジュヨウをみたすためである。ものがなかったらニンゲンのセイカツ

がなりたたない。シャカイシュギのばあい、ハイキュウなどがあったりする。そうする

とセイカツができるわけだ。ただハイキュウにあるイガイのものはてにはいらない。そ

もそもつくっていないかもしれない。ハイキュウするシュタイが、なにかをユシュツし

て、ハイキュウしてほしいとキボウのあったものをユニュウできれば、ハイキュウをう

けるようなやりかたでもゆたかにくらせるだろう。しかし、そういうことをつづけたタ

イコクは、ハイキュウセイドをやめたときく。そしてシジョウケイザイをドウニュウし

たのだ。そのタイコクがシャカイシュギのキシュであったため、そのタイコクがやめて

しまうと、ほかのちいさいくにもそれにつづくだろう。そういうわけでシャカイシュギ

をとるくにはすくなくなったはずだ。

そういうジョウキョウからシャカイシュギはシッパイといえるか。そうではない。ジユウ

シジョウシュギはモチロンつよいが、シャカイシュギもまたつよいのである。そのシャ

カイシュギとはなにか。カイシャである。カイシャのジュウギョウインは、しごとをし

てキュウリョウをうけとる。それはハイキュウをうけとるシャカイシュギのセイドにに

ている。にているというのは、ハイキュウをうけるリョウがまちまちであるからだ。

さてそのシャカイシュギにちかいカイシャはかわるだろうか。チンギンなどがかわった

（ノウリョクキュウ）カイシャもできたが、そうはかわっていないかもしれない。また、

ヒセイキコヨウなどロウドウシャのありかたもかわったメンもある。しかしながら、カ

イシャがジユウシュギにかわったというはなしはきかない。

ロウドウシャのジユウシュギはふえたかもしれないが、ホウシュウをうけとるのにクロ

ウするブン、シャカイシュギをもとめるひともあろう。だからジユウシュギとシャカイ

シュギはタイリツするかはともかく、まだまだジュウヨウなロンテンであろう。シホン

シュギというかシホンは、それぞれのセイサンカツドウのおおきさであろうか。

　

サンジュウゴ『よ』ヨンジュウゴ

　

ひとりあたりジーディーピーはトシコッカのホウがたかくでる（●ジュウイチ『ア』ニ

ヒャクサンジュウイチ）とシテキした。ジンコウがミッシュウしているし、とりひきの

キョリがみじかければヒンドもあがるだろうからだ。だからフツウのくにのスウジとく

らべるのはテキしていないかもしれない。そこでジーディーピーをヒカクするために、

ミツドわりジーディーピーをかんがえた。

これはくにのなかのヘイキンテキなひとりあたりリョウイキ（トシでもノウチでもない）

（ジンコウわるメンセキ）でひとりあたりどれだけセイサンされているかをしめす。いい

かえれば、くにのひろさをイチヘイホウキロメートルとしたときに、そのひろさのなか

でのひとりあたりどのくらいセイサンするかのシヒョウだ。つぎのスウシキでケイサン

する。
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ひとりあたりジーディーピーわるジンコウミツドだ。これでトチをふくめてひとりがど

のテイドセイサンしているかがわかる。このあたいがひくいばあいのひとつのリユウは

トシカがすすんでいることであろう。このあたいがたかいとヒコウリツかもしれないが、

それもゆたかさではある。かならずしもひとはトシにすみたいとはかぎらないのである。

　

サンジュウロク『よ』ロクジュウロク

　

「やすい」ものはミリョクテキである。そういうものをかえば、おなじシキンでもより

たのしめる。おおきなやすうりテンにまけたから、ジエイギョウのちいさなショウテン

がつぶれたともいわれる。たしかにジエイギョウのそういうみせは、おおきなみせほど

やすくない。おなじようなショウヒンをあつかっているなら、おおきなやすうりテンに

いってかおうとする。それはわかる。

しかしながら「やすい」ことはそんなにトクなのか。「やすものがいのぜにうしない」と

もいう。ひとつのみせでショウヒンがやすくなると、ほかのみせもやすくしようとする

かもしれない。そうしないとうれなくなるからだ。そうすると、そのショウヒンジタイ

のねだんもやすくなる。やすうりテンがやすくしたブンのフリエキをかかえれば、それ

はそのみせだけのモンダイだが、ほかのみせもやすくして、そのショウヒンをうろうと

すれば、メーカーからのしいれねをやすくしようとするだろう。そうするとメーカーも

ねびきしてフリエキをこうむることになる。それがテイドをこえると、メーカーやショ

ウテンはあかじのブン、ジンインサクゲンしたり、ジュウギョウインのキュウリョウを

さげたりすることになる。

それはショウヒンをかうホウにはカンケイないだろというかもしれないが、メーカーも

ショウヒンのヒンシツをさげるかもしれない。そうしないとたちいかないからだ。そう

すると、やすいショウヒンをかおうとしていたひとも、ヒンシツがさがったとおもうだ

ろう。この「ショウヒン」がショクリョウヒンだとしたら、やすくかおうとすると「め

し」がまずくなるというケッカになる。だから、うまいめしをたべたきゃ、やすいもの

をさがさないホウがいいとなる。

　

サンジュウなな『よ』ロクジュウシチ

　

やすうりアツリョクがシャカイゼンタイにかかっていると、ヒサンなジタイになる。そ

れを「レッカシャカイ」とよぼう。「デフレ」がとまらないとかいうが、そういうジョウ

タイのことである。さきにのべたように、ショクリョウがそういうジョウタイになると

ヒサンだ。マイニチ「まずい」めしをたべなければならないからだ。コウギョウセイヒ

ンならタショウヒンシツがわるくても（ジコがおこるのはロンガイだが。）、それほどこ

まらないが、ショクリョウだとこたえる。そうすると、「まずい」めしはいやだからと、

ショクリョウヒンのねだんだけはあがるかもしれない。

ことわざには「やすかろうわるかろう。」ともある。シャカイゼンタイが「レッカ」する
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のでなく、「やすい」ものも「たかい」ものもかえるセンタクのジユウをのこしてほしい

とおもう。あるひとは「まずい」ものばっかりたべるかもしれないが、それはそれぞれ

のジユウだといえるようにすればとおもう。

　

サンジュウハチ『よ』ハチジュウキュウ

　

わたしはオンガクをつくったりする。もうガッキやサッキョクをはじめてニジュウゴネ

ンイジョウになる。バンドブームにショクハツされてはじめた。ただそれでセイコウす

ることはむずかしいこともわかっていた。だからほどほどにやっていたカンがある。

ただ、いいキョクをつくればうれるのだろうともおもっていた。だからプロのシィディ

のハンブンのねだんで、いいキョクをテイキョウすれば、あるテイドうれるんだろうと

おもっていた。ただそれはあまいかんがえだときづいた。それはシィディのジッセイカ

カク（テイカではない。）をケイサンしたからわかった。

イチニチにイッカイきくシィディがあるとする。それはネンカンでサンビャクロクジュ

ウゴカイきかれるケイサンになる。イッポウ、イチネンでイッカイきかれるシィディもあ

るだろう（ゴネンにイッカイきくようなシィディはケイサンからはぶく。）。それはネン

カンでイッカイきかれる。そのイチニチイッカイきかれるシィディをジュウマイもって

いたとする。そうするとイチマイでサンビャクロクジュウゴカイきくから、ジュウマイ

でサンゼンロッピャクゴジュッカイきくことになる。イッポウイッカイきくシィディを

ヒャクヨンジュウマイもっていたら、イチかけるヒャクヨンジュウでヒャクヨンジュッ

カイきくことになる。

ここでシィディのねだんをイチマイサンゼンエンとカテイする。イチニチにイッカイき

くシィディはネンカンサンビャクロクジュウゴカイで、これをサンゼンエンとすると、

それがジュウマイあるからサンマンエンとなる。イッポウイチネンでイッカイきくシィ

ディはヒャクヨンジュウマイあつめてもサンビャクロクジュウゴカイにタッしない。そ

れをイチマイブンケイサンするとサンビャクロクジュウゴがサンゼンだから、イチマイ

はハッテンニイチエンになる。これがヒャクヨンジュウマイだからセンヒャクヨンジュ

ウキュウエン。

これをヘイキンすると、サンマンたすセンヒャクヨンジュウキュウわるヒャクゴジュウ

でイチマイあたりニヒャクナナテンロクロクエンとなる。つまり、シィディのあるソウ

テイでのジッセイカカクはヘイキンテキなものでイチマイニヒャクジュウエンとなる。

だから、プロのハンガク（センゴヒャクエン）にカカクをセッテイすればうれるかという

とそういうわけではないということがわかる。なにしろプロ（シィディをだしているの

がプロばかりとして）のヘイキンテキなシィディのねだんがニヒャクジュウエンなのだ。

だからまぁまぁのかんじだとニヒャクジュウエンでうりだすのがただしいだろう。その

ニヒャクジュウエンでシィディをうってリエキをだせるのが「プロ」ということになる。

フツウそうはできないだろう。でもそれができないのだったら、シュミでオンガクをや

るにとどめておいたホウがいい。そういうことだ。
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サンジュウキュウ『よ』ヒャクジュウヨン

　

ものをもつとへやのなかにそれがたまっていく。ものをかいすぎるとうごけるハンイが

せまくなる。イチジわたしはホンをためていたが、よんだものはショブンするようにし

た。やはりかたづかないとこまるのである。どうすればいいか。リソウテキなのは、つか

うときだけホンがあることである。つかわないときはなくていい。どこかでかりられれ

ばいいが、トショカンにおいていないホンもある。テレビなんかもそうだ。みたいバン

グミだけみられればいい。テレビジュゾウキもいらないかもしれない。そういう「パー

ユーゼージ（つかうブンだけ）」にすれば、むだなものがふえないし、ベンリだとおもう。

　

よんジュウ『よ』ヒャクニジュウゴ

　

サンジュウネンほどまえ、わたしは、はねだクウコウをリヨウしていた。いま、おもい

だしてみると、ニホンはシャカイシュギだったのではないかとおもう。なぜなら、「コウ

キュウヒン」があのクウコウにはなかったようなきがするからだ。サンゼンエンのコウ

キュウベントウもなかったし、ブランドもののなにかがうられていたともおぼえていな

い。そのかわりに、ショミンのたべもの「やきそば」やニホンジンがクフウしてちいさ

くなったブングなどがうられていた（あるときは、カードがたのボールペンがあった。）。

コクナイセンがおもとはいえ、かねもちもリヨウしそうだが、そんなかんじだったとお

もう。もっとも、いまはたてものがかわってしまったが、タショウコウキュウヒンをあ

つかうようになったのだろうか。「カクサ」とかいっているからあつかうようになったの

だろう。そうでなきゃ、まだ「シャカイシュギ」のままだ。もっとも「シャカイシュギ」

のいごこちのよさはあるだろう。ステーキをたべているひとのよこで、すうどんをたべ

なくてもよいのだ。そういうこともかんがえるから、「コセイ（●『よ』ヒャクジュウな

な）」というタンゴでごまかすかもしれない。シホンシュギだったらそういうしかない。

　

よんジュウイチ『よ』ヒャクサンジュウイチ

　

なにかのしくみを「かねもち」や「ビンボウニン」にあわせるとどうなるか。あるものご

とのブンプはセイキブンプではかれることがある。カズをジョウゲにとったベルがたの

グラフである（ヘイキンがもっともおおい。）。ニホンだと、ガッコウのセイセキをその

リクツをつかってはかる。ヘンサチというやつである。ベンキョウができるひとは、で

きるほどかずがすくなく、またできないホウも、できないほどかずがすくない。ヘイキ

ンからキョリをはかるとヘンサチである。

それなら「かねもち」や「ビンボウニン」にセイサクをあわせると、そのギャクのひと

たちからのキョリがおおきく、またヘイキンからのキョリもあるから、ソウタイとして

は「ムダ」がおおそうである。じゃあどうすればいいかというと、「ヘイキンテキなひと」
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にあわせるとムダがすくなくなる。それでいいかはともかく、それならムダはすくない

のである。ニホンではルイシンカゼイといって、ビンボウなひとからはすくなく、かね

もちからはおおくゼイキンをとっているが、ヘイキンテキなゼイリツにすることもでき

るだろう。

セイヒンもヘイキンテキなねだんにすることもできる。しかし、ヒャクエンでショウヒ

ンをかえるみせがはやっているから、ヘイキンテキなねだんではだめなのかもしれない。

セイヒンも「ヘイキンテキ」なものをイッコタイリョウにつくるよりも、「ビンボウニン

むけ」と「ヘイキンテキなひとむけ」、「かねもちむけ」とつくるホウが、コウリツがよ

さそうだ。ベツにイチリツにするヒツヨウはない。しかし、「テイカカク」なものがうれ

るようなきがする。そういうのをシュクショウがたケイザイというのだろう。ジッサイ

のとりひきがそうであるかはともかく、だれかや、だれからのシンリには、そのコウゾ

ウがあるのである（●『よ』イチ）。カイキュウセイにしてしまえば、みっつのセイヒン

をつくればいいが、ニホンではなかなかなじまないのだろうか。

　

よんジュウニ『よ』ヒャクヨンジュウサン

　

シャカイシュギシャカイをおわらせたかったら、そのシャカイシュギシャカイのひとに

うまいものをくわせればいい。そのひとがそのうまいもののはなしをはじめると、その

シャカイでうわさになって、そういうものをたべたいというはなしになる。そういうも

のは、たかかったりするから、それをたべたひととたべていないひとのカクサができて

くる。それをカイショウしようとして、そのショクリョウをやすくしようとするかもし

れないが、それはザイセイテキなフタンになる。それがつづくと、セイフフサイがふく

らみ、やがてセイフはハタンする。そうするとモンダイのたべものをヨウゴするひとと、

シジしないひとにわかれて、シャカイシュギシャカイはホウカイする。

キョウソウをドウニュウしようとか、しないでよいといいはじめる。ニホンのシャカイ

もハチジュウネンダイおわりの「ギュウニク」で、シャカイシュギがおわったのだろう。

だから、ジショウシャカイシュギシャがシンヨウできるかをみやぶるには、どんなもの

をたべているかをきくといい。タブンなまぐさじゃつとまらないはずだ。

　

よんジュウサン『よ』ヒャクゴジュウロク

　

コウカンをフクザツにしていくとムダがしょうじる。しかし、そのムダがベツのしごと

をうむ。わかりやすくいえば、しごとのあいだ、こどもをあずかってほしいとか、すぐ

にたべられるショクドウがほしいとかである。ショウニンはコウカンのサイのムダでた

べるためのおかねをかせぐ。そうこうしていると、じゃあ、こどもをあずかるとか、い

そいでごはんをつくりますというひとがでてくる。それをムダといって、おこるような

ひとはあまりいない。そういうムダでたべるひともいるのである。そういうムダのおお

いチイキをトシとよんだりする。そこにはそういうムダがあるからしごとがある。だか
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らひとがあつまる。ニホンだったらトウキョウがサイたるものだ。とにかくひとがあつ

まっている。ムダはムダだが、それはひとをたすけるから、いいムダだとゲンダイジン

はいうのではないか。

ベツのムダもある。「ゼイキン」というやつである。これは、くにやカクジチタイにあつ

められ、そのジュウミンのためにつかわれる。でも、ダイジなのは、さきのシジョウに

おけるムダとドウヨウに、ひとにしごとをあたえることではないかとおもう。つまり、

チョクセツのコウムインではなくても、しごとがえられ、たべられるようなひとをふや

すというコウカがある。ふるくからはオウがそうやってコヨウをイジして、おさめるく

にをヘイワにしていたのだろう。センソウをしているオウのはなしばかりをきいている

と、なにをしてもいいひとみたいにおもってしまうが、ジッサイはそういうやくめをし

ているのだろう。

しかし、ムダをはぶいてしまえというひともいる。とりひきのチュウカンにはいってい

ただれかをはぶいてしまって、よりリエキをえたり、ショウヒンをやすくしたりという

やりかたである。それだとムダははぶかれて、トクテイのひとはリエキ、シュウエキや

ねだんのやすさをえられるが、あいだにはいっていたひとは、しごとがへるかうしなっ

てしまう。それでいいのかというモンダイがある。

シャカイのアンテイをまもろうとしたら、ほどほどにしたホウがいいかもしれない。か

ねをふやすことをモクヒョウにしているひとがいるから、そういうムダをはぶいたりす

ることがショウレイされたりもする。ニホンでは「はげたか」とよばれ、あまりヒョウ

バンはよくなかったが、そういうひともいる。なにはともあれ、そういうムダもやくに

たっているわけだ。

　

よんジュウよん『よ』ヒャクゴジュウなな

　

イッカゲツのショクヒがジュウマンエンのひとと、イチマンエンのひとがいるとする。

いまのニホンではジュウマンエンだせば、ケッコウいいショクジができるだろう。しか

しイチマンエンではジュウブンなエイヨウはとりづらい。ひとは、そのひとを「ビンボ

ウ」とよぶかもしれない。そういう「カクサ」がたまにモンダイになる。カクサがあっ

てもいいというひともいるし、へらしたホウがいいというひともいる。へらすとしたら、

どうすればへるか。

ショクヒがつきにイチマンエンのひとが、ジュウマンエンのひとのショクジをつくれば

いいだろう。ショクヒがつきにジュウマンエンのひとなら、ショクヒにジュウマンエン

かけられるわけだから、イチマンエンのひとはジュウマンエンうけとって、ゴマンエン

ブンなり、ハチマンエンブンなりザイリョウをかい、ショクヒがジュウマンエンのひと

にショクジをだせばいい。うまくいけば、ショクヒがジュウマンエンのひとはマンゾク

だし、もともとショクヒがイチマンエンのひとは、ゴマンエンなり、ニマンエンなりを

かせげる。すると、もとはイチマンエンのショクヒのひとはロクマンエンなりサンマン

エンなりをショクヒにかけられることになる。そうするとカクサもへるし、シャカイも

ゆたかになるのではないか。
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それをジッセンしていたりするのが、イミンなどのリョウリやである。チュウカリョウ

リはニンキがあるらしい。そういうチュウゴクジンのチエはただしいとおもう。「チュウ

ゴクジンのチエ」としたが、かならずしもチュウゴクジンだけのものではないとおもう。

タンジュンにいえばそのくにのショクタクをみれば、そのくにのケイザリョクがわかる

のである。ニホンはななジュウニネンまえのハイセンから「フッコウ」したというが、ホ

ントウにショクタクがフッコウしているかといえばうたがわしい。オウベイフウのショ

クリョウなどで、あなうめされているようなきがするからだ（それはかならずしもわる

いことではないが。）。デントウテキなニホンショクがあまりみられないきがする。それ

もセンギョウシュフがカツヤクしていたジダイには（ダンカイのセダイくらいまでだろ

うか。）、デントウテキなショクがまもられていただろうが（それもさきのかんがえかた

とおなじである。）、そのあとのセダイのともばたらきカによって、ショクブンカがヘン

ヨウしているとおもわれる。フッコウは、ダンカイのセダイくらいまではセイコウして

いたが、いまはザセツしているようなきがする。いいものをとりいれたといえばきこえ

はいいが、ほんもののニホンショクがみられなくなるのはちょっとかなしい。

　

よんジュウゴ『よ』ヒャクロクジュウなな

　

「コスト」をへらす。というとコウテイテキにとらえるひとがおおいのではないか。たと

えば、ネンピのよいくるまをかって、ガソリンイチリッターあたりジュッキロはしると

ころを、ニジュッキロはしるようになり、ネンリョウコストをニブンのイチ、ジュッキロ

あたりヒャクニジュウエンへらしましたと。カイシャでもコテイヒをへらして、ネンカ

ンナンゼンマンエンヒヨウをへらしたとかいう。でも、それにイをとなえるひとはあま

りいない。タイテイ、それをきいたひとはよかったですねとか、うちもみならわなきゃ

だろう。

しかし、そのコストは、ホントウにへるものなのか。さきのくるまでいうと、サクゲン

されたイチリッターあたりヒャクニジュウエンのもと「コスト」はどこへいくのか。そ

れはくるまホンタイのねだんにいくというのがひとつのこたえだろう。つまり、ショウ

エネブヒンをつかっているために、まえにのっていたくるまよりハチジュウマンエンた

かいとか。カップラーメンがテイカニヒャクエンのところ、ヒャクエンでうっていたら、

かうほうのコストはヒャクエンへるがそのもとコストはどこへいくのか。メーカーがフ

タンしているかもしれないし、こうりテンがフタンしているかもしれない。

つまり、ひとつのカンテンからは「コスト」はへらせるのだが、そのもと「コスト」ジ

タイはなくなるものではないということだ。だから、だれかがコストカットしたという

ときには、ほかのだれかにコストがイテンしたということだ。キュウジュウネンダイの

ギンコウのフリョウサイケンモンダイでいえば、ギンコウの「あかじ」というコストは、

イチジテキにせよ、すべてゼイキンでまかなわれた。つまりコストがノウゼイシャのホ

ウにイテンしたのである。あとでかえされたらしいが、そうやってコストをすててしま

え、コストカットしたもとコストをそとにやってしまえというかんがえかただと、むか

しのヨーロッパのデンセンビョウのはなしににているだろう。トシのジュウミンはフン
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ニョウをジブンのへやのそとへほうりだした。みながそうするから、とうとうデンセン

ビョウがハッセイしたというわけだ。だからコストのもっていきさきにはきをつけなけ

ればならない。

　

よんジュウロク『よ』ヒャクななジュウロク

　

キュウジュウネンダイに、ドヨウビをやすみにするというセイサクがおこなわれた。「セ

イショ」のキジュツにあるように、かみさまがシュウにムイカはたらいたのに、なんでニ

ンゲンはイツカしかはたらかなくていいのかとおもう（●『よ』ヨンジュウなな）。ニホ

ンジンは、はたらきすぎだとシテキをうけたともきいた。でも、そういいかえせなかっ

たのだろうか。そうするとつとめにんは、そのひとのジカンができる。そのジカンをど

うすごすか。あそびにいったりすれば、かねをつかう。それを「ショウヒ」とよぶので

はないか。つまり、ニホンジンにショウヒをしてもらうというコンタンだったかもしれ

ない。はたらいていれば、かねをつかわないし、むしろ、キュウリョウをもらえる。し

かし、ジブンのジカンがあると、あそんだりで「ショウヒ」したりしてしまう。

そのころから、「ジブンさがし（●『よ』ヒャクナナジュウヨン）」などいわれはじめた

かもしれない。つまり、「ジブン」のジカンがふえたからだ。どうせ「ショウヒ」するだ

けかもしれない。いってみれば、ジブンのジカンができて、「ショウヒ」をハッケンする

のだ。しかし、ショウヒをするのが「ジブン」だとはかんがえにくい。まるでやくたた

ずみたいだからだ。だからナンコウする。「ニホンはナイジュをふやせ。」といわれてい

たようだから、まぁ、それでナイジュはふえたのだろう。しかし、そのころをキテンに

「ソウシツされたいくとし（●『よ』ヒャクヨンジュウニ）」のようにいわれるのではな

いか。キンムジカンがタショウ「ソウシツされた」のだ。わたしはいまになって、それ

がわかった。

しかし、ほかのセンシンコクでは、「ショウヒ」ばかりをしているのだろうか。そうでは

ないとおもう。かしこく「ウンヨウ」しているのではないかとおもう。シュウキュウふつ

かになってから、「シサンウンヨウ」のはなしをきいた。もっとも、ニホンジンは「バブ

ル」でこりていたかもしれないが、コンピュータのハッタツにより、ジタクでやりとり

できるようにもなってきた。そういう「あそび」のホウがいいのかもしれない。ネンキン

をジブンでウンヨウするガッシュウコクのひとは、そういうジカンをとっているのでは

ないか。はたらきすぎると、おこられるジダイである。かしこく「あそび」たいものだ。

　

よんジュウシチ『よ』ヒャクななジュウキュウ

　

リエキのあるところにひとはちかよっていくだろう。シュウショクさきをきめるときな

どそうだろう。あかじがおおいカイシャには、うりあげのすくないカイシャには、あま

りちかよっていかないだろう。しごとをしてジブンもリエキをえられにくいからだ。そ

れがあたりまえと「リエキ」をツイキュウする。それだけでただしいのか。
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ヨーロッパのレキシをみると、ローマジダイからシュウキョウによるシハイがつよまっ

た。おうはシュウキョウとむすびついていたとおもわれる。つまりおうはシンコウして

キョウカイとつきあっていた。しかし、ジュウジグンやシュウキョウカイカクをへて、

キョウカイのちからはよわまった。それからはヨーロッパナイのセンソウがおこるよう

になる。また、コクガイにショクミンチをもとめるうごきもカソクした。ショクミンチ

は、シハイコクにとみをもたらすからだ。そうして「リエキ」によるシハイにイコウして

いった。センソウといっても、ヘイにカネをはらってするものだから、おうのちからはシ

ダイによわまっていった。ニホンもショクミンチをもつくにとたたかったし、ショクミ

ンチをもとうとした。そのたたかいのケッカ、ショクミンチはジリツするようにもどっ

た。そうして、リエキによるシハイをささえたひとつのホウホウがとりづらくなった。

しかし、おおきなたたかいのハンセイというのもある。もっとも、カクヘイキのハイビ

がセンソウや「リエキ」によるシハイをおわらせたともいえる。それをつかって、センソ

ウやリエキのツイキュウをすると、すべてのチキュウジョウのブンメイがおわってしま

うからだ。そうしたことから、いやいやかもしれないが、コッカにおける「リエキ」の

シハイはおわった。かわりになにによってシハイされているのか。「リョウシン」によっ

てシハイされつつあるようにもおもう。だから、キギョウが「リエキ」だけでうごくと

したら、ふるいレジームでケイエイしているということだ。「リエキ」がでるということ

は、どこかに「フリエキ」がでるということだ。トクにショウケンそうばなどはそうだ

ろう。そういうキジュンでやっていれば、かちまけができるから、トクベツいいとはい

えなそうなのである。

　

よんジュウハチ『よ』ヒャクキュウジュウ

　

わたしはステーキがすきだが、なかなかのねだんがするところが、たべるハンダンをヨ

ウイにさせないテンである。やすくても（セットで）センエンくらいだが、ゴヒャクエン

というところがあった。このジョウホウがしれわたると、そこにキャクがサットウする

というシンパイがあるが、ジツはカイガイなのでタブンモンダイはない。それもセット

でである。ニホンはブッカがさがっているから、むしろブッカをあげようというが、そ

れはこのようなゲキやすステーキをタッセイしてからにしてもらいたい。

ニホンはブッカがたかいですよとサイキンきかなくなった。かわりに「ブッカ」をあげ

るである。たしかにブッカをあげると、ロウドウシャはうるおうが、しごとでつくった

ショウヒンがうれなくなったらそうとはかぎらない。サンビャクゴジュウミリリットル

のジュースにしたって、ニホンではヒャクサンジュウエンするところをカイガイではハ

チジュウエンでうっていたりする。だからまだまだなのだ。それでタンジュンにリエキ

をだそうとかんがえれば、ユニュウするわけだ。ブッカをあげれば、とみがカイガイに

でていくのではないか。

　

よんジュウキュウ『よ』ヒャクキュウジュウイチ
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ジブンのみちをいくことはむずかしい。わたしがわかいときは、そんなことはかんがえ

なかった。そんなことないだろう。カンタンだ。というひともいるかもしれない。すき

なようにうごけばよいと。そんなことをいうひとは、なやみもビョウキもシツギョウも

ないのだろう。「なやみ」のないように、「ビョウキ」のないように、「シツギョウ」のな

いように、うごけばいいのだからと。しかし、よのなかの「なやみ」がなくなったとは

きかないし、「ビョウキ」や「シツギョウ」もなくなったとはきかない。そんなにニンゲ

ンやシャカイはカンタンではないのだ。

きまったジカンにイッセイにツウキンしていれば、「おなじような」ひとにであう。なに

かあったら、「おなじような」ひと、ドウシにソウダンもできるだろう。そういうチョウ

シで、「みんな」のやっていることをすれば、そのコストはやすくなる。モンダイのカイ

ケツにかかるコストが、「よくある」ゆえにひくくなる。それなら、みんなカイシャイン

をやればいいだろうとなるが、そうもいかないのだろう。でも、「カクゴ」がないのだっ

たら、「ジブン」のみちをあるくことは、やめたホウがいいかもしれない。たかくつくか

らだ。

ゴジュウ『よ』ヒャクキュウジュウゴ

　

わたしは、（キギョウがハッコウする）かぶにエンがないが、それをとりひきすることを

ソウゾウしてみた。マイニチゴパーセントずつふやしていけば（そういうメイガラはす

くないだろうが。）、ジュウゴニチでシキンがニバイになる。イチマンエンからはじめた

ら、ニマンエンになる。そのヨウリョウでつづくと、ヒャクヨンジュウサンニチメには、

イッセンマンエンをこえる。そうやってかせぐひともいるのかとナットクである。それ

をジミチにやっていけば、もとでがなくてもかねもちになれるわけだ。

たしかに、イチニチでえられるバイリツは、ケイバやパチンコよりもすくない。よくて

ジュパーセントだからだ。しかし、それをまめにやっていれば、かねをかせげるのであろ

う（やったことがないのでわからない。）。ただイチニチじゅう（たかがゴジカンだが。）、

ガメンにむきあっているのはつらいかもしれない。しかし、そうやってまめにやったひ

とが、「トウシでかせげる」などとホンをだすのであろう。よんだホウは、それだけこま

めにできるかはわからない。わたしもそういうこまかいサギョウはすきだが、いまのと

ころそれをやろうとはおもわない。ほかのことをしたいとおもっている。

　

　

　

　

　

ものみダイからのケイザイガク シドクバン

エイゾウ

　

ニセンジュウキュウネンクガツサンジュウニチ
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